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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

北口雄幸道議と語る

「青空の集い」のご案内

とき：7 月 26 日(土)15 時～

ところ：図書館跡（士別市東 3-5）

会費：2,000 円（小雨決行）

主催：北口雄幸連合後援会

青空でジンギスカンを囲みな
がら、北口道議と語り合いませ
んか？サフォークの丸焼きや抽

選など、盛りだくさん！

小雨は決行します。中止の場
合は、当日の１７時までに限り

会場にて肉と交換できます。

【会券のお求め先】

北口事務所（東 7 条 9 丁目）

電話 0165-22-3100

FAX0165-23-4356

北
口
道
議
が
所
属
し
、役
員
を

担
っ
て
い
る
民
主
党
・
道
民
連

合
議
員
会
（
岡
田
篤
会
長
）
で

は
、
第
１
回
定
例
会
終
了
後
の

３
月
24
日
、
政
府
及
び
各
省
庁

に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
第
一

次
産
業
の
振
興
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の

交
通
対
策
に
つ
い
て
、
緊
急
提

言
行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

郷
土

ふ
る
さ
と

の

課
題
を

訴
え

今
回
の
緊
急
提
言
は
、
北
海

道
が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
絞

り
込
み
、
(1)
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

(2)
第
一
次
産
業
振
興
に
つ
い
て
、

(3)
交
通
対
策
に
つ
い
て
、
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
を
そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
、
北
海
道
の

課
題
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
で
は
、「
原
発
に
つ

い
て
は
、
事
故
は
あ

り
得
る
も
の
」
と
の

認
識
が
示
さ
れ
、
北

海
道
に
賦
存
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
拡
大
に
つ

い
て
訴
え
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
北
口
道
議

か
ら
は
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

の
た
め
に
、
そ
の
政

策
誘
導
の
補
助
政
策
も
進
め
る

べ
き
」
と
の
提
言
も
行
い
ま
し

た
。国

会
決
議
を

守
れ

農
林
水
産
省
で
は
、
小
里
泰
弘

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
が
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
反
対
、
最
低
で
も
国
会
決

議
を
守
る
こ
と
を
強
く
訴
え
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
豪
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
も
大
詰
め
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

農
水
省
で
も
北
口
道
議
は
、

「
新
し
い
農
政
改
革
で
は
、
自

給
率
か
ら
自
給
力
に
表
現
が
変

わ
っ
た
。
国
民
の
食
料
を
守
る

視
点
で
、
輪
作
体
系
が
維
持
で

き
る
よ
う
仕
組
み
の
構
築
を
お

願
い
し
た
い
」
と
、
北
海
道
の

現
状
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

道
選
出
議
員
と

懇
談

そ
の
後
、
民
主
党
所
属
の
北

海
道
選
出
国
会
議
員
団
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
徳
永
エ
リ
参
議

院
議
員
か
ら
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含

む
通
商
交
渉
に
つ
い
て
、「
情
報

公
開
の
促
進
を
進
め
る
法
律
」

の
提
出
を
準
備
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
泊
原
発
再
稼
働
問

題
や
原
発
の
輸
出
、
大
間
原
発

な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
北
海

道
選
出
国
会
議
員
と
し
て
、
ぶ

れ
ず
に
対
応
す
る
こ
と
、
幌
延

深
地
層
研
究
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
注
視
し
、
北
海
道
に
核

の
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ふ る さ と

郷土の思いを緊急提言
エネルギー、一次産業振興、交通対策など！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
自
給
率
向
上
、
一
次
産
業
振
興
に
つ
い
て

小
里
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
提
言
（
３
月

日
）
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第
１
回
定
例
道
議
会
は
、
２

月
19
日
に
開
会
。
平
成
26
年
度

道
予
算
や
、「
い
じ
め
の
防
止
等

に
関
す
る
条
例
」
、
「
エ
ゾ
シ
カ

対
策
推
進
条
例
」、
Ｈ
Ａ
Ｃ
へ
の

貸
付
金
の
一
部
償
還
免
除
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
に
関
す
る

意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、
３

月
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

依
然
巨
額
な
道
債
残
高

北
海
道
の
平
成
26
年
度
予
算

案
は
、
一
般
会
計
２
兆
７
１
９

０
億
円
、
特
別
会
計
６
１
１
４

億
円
の
合
計
３
兆
３
３
０
４
億

円
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
25
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
1.2
％
増
で
、
当
初

予
算
ベ
ー
ス
で
は
７
年
ぶ
り
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
法

人
特
別
譲
与
税
を
加
え
た
道
税

収
入
が
前
年
度
当
初
予
算
比

6.5
％
増
に
な
る
も
の
の
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
加
え
た
地
方
交

付
税
は
同
4.1
％
減
と
落
ち
込
み

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
末
の
道

債
残
高
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
減

少
に
転
じ
る
見
込
み
と
は
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
５
兆
８
７
０

０
億
円
と
以
前
巨
額
で
す
。

わ
が
会
派
で
は
、
代
表
質
問
、

一
般
質
問
、
予
算
特
別
委
員
会

な
ど
を
通
じ
、
知
事
の
政
治
姿

勢
、
行
財
政
運
営
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
、

Ｊ
Ｒ
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
等
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
質

疑
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

８
年
連
続
の
赤
字
予
算

新
年
度
予
算
は
実
質
80
億
円

の
赤
字
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

赤
字
の
予
算
編
成
は
８
年
連
続

で
、
高
橋
道
政
で
は
当
初
予
算

の
赤
字
編
成
が
恒
常
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
緊
縮
財
政
下

で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
型
の
縦

割
り
構
造
を
残
し
た
ま
ま
で
、

メ
リ
ハ
リ
の
な
い
一
律
削
減
型

の
予
算
案
で
あ
り
、
道
民
や
地

域
が
直
面
す
る
課
題
へ
の
解
決

策
が
一
向
に
示
さ
れ
な
い
予
算

案
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

道
民
や
地
域
、
職
員
に
痛
み

を
押
し
つ
け
、
負
担
を
求
め
る

緊
縮
財
政
型
の
予
算
を
編
成
し

続
け
な
が
ら
、
借
金
が
増
え
続

け
て
い
る
の
は
、
知
事
の
財
政

運
営
の
失
敗
以
外
の
何
物
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

国
ま
か
せ
の
答
弁
に
終
始

会
派
と
し
て
は
、
本
会
議
代

表
質
問
か
ら
予
算
特
別
委
員
会

を
通
じ
て
、
知
事
公
約
の
達
成

状
況
、
道
の
財
政
運
営
手
法
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
経
済
雇
用

対
策
、
一
次
産
業
振
興
、
地
域

医
療
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
、
道
の
対
応
、
知
事
の
姿
勢

を
問
う
質
疑
を
重
ね
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
の
課
題
に
つ
い
て
も
、

知
事
の
答
弁
は
、
国
頼
り
、
国

任
せ
の
姿
勢
ば
か
り
で
、
道
と

し
て
の
主
体
的
な
対
応
、
具
体

的
な
方
策
が
示
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

組
み
替
え
動
議
を
提
出

こ
う
し
た
議
論
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
我
が
会
派
と
し
て

は
、
平
成
26
年
度
北
海
道
一
般

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
組
み

替
え
動
議
を
提
出
し
、
反
対
し

ま
し
た
。

【
組
み
替
え
の
主
要
項
目
】

(1)
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

(2)
防
災
対
策
に
つ
い
て

(3)
経
済
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て

(4)
一
次
産
業
振
興
等
に
つ
い
て

(5)
地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

(6)
交
通
対
策
に
つ
い
て

(7)
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

(8)
道
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
大
間
原
発
建
設
に
関
し
慎
重

か
つ
厳
正
な
審
査
と
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
求
め
る
決
議

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
に
関

す
る
意
見
書
●
「
手
話
言
語
法

（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
●
「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」
の
制
定
等
に
関
す
る
意

見
書
●
公
務
員
獣
医
師
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
●
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
円

滑
な
施
行
を
求
め
る
意
見
書
●

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の

住
宅
支
援
等
に
関
す
る
意
見
書

●
地
方
自
治
体
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め
る

意
見
書
●
災
害
時
多
目
的
船
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書
●
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
環
境
整
備
及
び
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書
●
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
●

過
労
死
等
の
防
止
に
関
す
る
総

合
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

●
労
働
者
保
護
に
配
慮
し
た
雇

用
・
労
働
政
策
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書

※
我
が
会
派
で
は
、「
特
定
秘
密

保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に

関
す
る
憲
法
解
釈
を
変
更
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
会
派

が
反
対
し
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
19
日
～
３
月
20
日
）

第
２
分
科
会
委
員
長
と
し
て
予
算

を
審
議
（
３
月

日
～

日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

士別市新年交礼会で鏡開き（1 月 5 日）北海道林業人新年交礼会で挨拶（1 月 7 日）

下川地区連合会定期総会で挨拶（1 月 16 日）新春の集いで道政報告（1 月 18 日）

奥山盛和寒町長初当選（1 月 19 日）宮崎県西米良村「おがわ作小屋村」を視察（1 月 29 日）

牧野勇司さんと市民の集い（2 月 28 日）

↑
下
川
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
を
視
察
（
３
月
26
日
））

剣淵農民連盟定期総会で挨拶（2 月 7 日）

↓
士
別
市
農
業
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
今
祐
司
さ
ん
（
３
月
28
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
２
日
【
新
春
街
宣
】
▼
恒

例
と
な
っ
て
い
る
新
春
街
宣
活

動
は
、
北
口
道
議
の
ほ
か
、
佐
々

木
隆
博
前
代
議
士
、
出
合
孝
司
士

別
市
議
、
松
ケ
平
哲
幸
士
別
市
議

と
と
も
に
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、

士
別
市
で
実
施
し
て
き
た
▼
北

口
道
議
か
ら
は
、
危
険
な
安
倍
政

権
の
政
権
運
営
と
歴
史
観
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
や
成
長
戦
略
に
お
け

る
地
方
へ
与
え
る
悪
影
響
な
ど
、

お
話
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
６
日
【
士
別
市
消
防
出
初

式
】
▼
雪
の
心
配
も
さ
れ
た
が
良

い
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
今
日
は
、

士
別
市
消
防
の
出
初
め
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
式
の
前
段
に
は
、

士
別
市
消
防
団
員
約
１
７
０
名

が
参
加
し
て
の
分
列
行
進
が
整

然
と
行
わ
れ
、
今
年
か
ら
団
員

に
加
わ
っ
た
女
性
消
防
団
５
名

も
行
進
し
、
市
民
に
そ
の
勇
姿

を
披
露
し
た
▼
出
初
式
典
で
は
、

永
年
勤
続
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

長
年
の
ご
労
苦
に
感
謝
の
意
が

評
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
牧
野
勇

司
士
別
地
方
消
防
管
理
者
か
ら

の
式
辞
と
粟
根
禎
二
消
防
長
か

ら
の
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、
来
賓

と
し
て
北
口
道
議
に
も
挨
拶
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
。
北
口
道

議
か
ら
は
、「
災
害
を
な
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
被
害

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
。
皆

さ
ん
の
力
と
市
民
の
力
を
あ
わ

せ
て
、
安
全
で
安
心
な
マ
チ
を

つ
く
ろ
う
」
と
お
話
し
し
た
の

で
あ
る
。

◆
２
月
12
日
【
北
海
道
農
民
連

盟
定
期
総
会
▼
今
年
で
41
回
目

と
な
る
北
海
道
農
民
連
盟
の
定

期
総
会
で
あ
る
が
、
組
織
改
革

前
を
含
め
た
通
算
で
は
68
回
目

の
定
期
総
会
と
な
る
と
の
こ
と

だ
▼
冒
頭
、
山
田
委
員
長
は
、

「
農
民
連
盟
は
、
戦
後
の
農
村

の
生
活
向
上
や
家
族
農
業
の
発

展
の
た
め
組
織
さ
れ
た
。
奇
し

く
も
今
年
は
国
連
が
定
め
た

「
国
際
家
族
農
業
年
」
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
た

め
に
も
、
我
々
の
運
動
を
し
っ

か
り
進
め
、
食
の
安
全
・
安
心

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
た
▼
そ
の
後
、
家
族
農

業
を
潰
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
即
時
脱

退
、
２
０
１
４
「
国
際
家
族
農

業
年
」
を
踏
ま
え
た
『
真
の
農

政
改
革
』
実
現
を
求
め
る
特
別

決
議
を
採
択
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
20
日【
北
海
道
有
機
農
業

研
究
会
20
周
年
記
念
講
演
会
】

▼
北
海
道
有
機
農
業
研
究
会

（
瀬
川
守
代
表
）
は
、
１
９
９

４
年
１
月
、
日
本
有
機
農
業
研

究
会
の
北
海
道
グ
ル
ー
プ
と
し

て
発
足
。
そ
の
後
、
独
自
の
活

動
を
進
め
る
た
め
北
海
道
有
機

農
業
研
究
会
に
名
称
を
変
更
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
▼
こ
の
日

の
講
演
会
で
は
、
４
年
前
か
ら

山
梨
県
北
杜
市
で
有
機
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
（
株
）
竜
土

お
ひ
さ
ま
の
里
農
園
の
代
表
で

俳
優
で
あ
る
菅
原
文
太
さ
ん
か

ら
、「
菅
原
文
太
が
語
る
有
機
農

業
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
講
演
の
中
で
菅
原
さ
ん

は
、「
有
機
農
業
を
広
げ
る
た
め

に
は
、
お
互
い
連
携
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
販
売

先
を
開
拓
す
る
気
概
が
必
要
」

と
し
て
、
作
付
け
だ
け
で
は
な

く
、
販
売
に
も
連
携
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
の
認
識
を
示
し

た
。
ま
た
、
先
の
豪
雪
で
、
大

切
な
ハ
ウ
ス
４
棟
を
つ
ぶ
し
た

こ
と
も
話
さ
れ
た
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
４
月
３
日
、
函
館
市
は
、
国
と

事
業
者
に
対
し
、
青
森
県
大
間
町

で
建
設
中
の
「
大
間
原
子
力
発
電

所
」
の
建
設
中
止
を
求
め
る
訴
え

を
起
こ
し
た
。
大
間
原
発
と
函
館

市
は
津
軽
海
峡
を
挟
み
最
短
で

23
㎞
。
大
間
原
発
が
ひ
と
た
び

事
故
を
起
こ
せ
ば
、
原
発
か
ら
発

生
す
る
放
射
性
物
質
は
瞬
時
に

函
館
市
に
到
着
す
る
。
対
岸
の
火

事
と
は
い
か
な
い
の
だ
▼
泊
原

発
も
再
稼
働
に
向
け
原
子
力
規

制
委
員
会
で
そ
の
審
査
を
し
て

い
る
。
今
年
の
秋
に
も
再
稼
働
に

向
け
て
の
大
き
な
動
き
も
予
想

さ
れ
る
。
問
題
は
、
地
元
が
再
稼

働
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
地
元
同
意
」
を

め
ぐ
っ
て
の
認
識
が
争
点
に
な

り
そ
う
だ
▼
高
橋
知
事
は
、
「
地

元
の
範
囲
は
国
が
示
す
べ
き
」
と

の
認
識
を
示
し
て
お
り
、
国
は

「
地
元
同
意
の
範
囲
は
地
元
で

決
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
て
い

る
。
原
発
は
事
故
が
起
こ
る
も
の

で
あ
り
、
も
し
泊
原
発
で
事
故
が

起
こ
れ
ば
、
北
海
道
は
壊
滅
的
影

響
を
受
け
る
。
地
元
と
は
、
「
北

海
道
全
体
」
を
さ
す
も
の
と
私
は

考
え
る
の
だ
が
…
。（
ゆ
う
こ
う
）

士別市消防出初式で挨拶

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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北海道有機農業研究会 20周年記念式典

恒例となっている新春街宣活動


